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及
び
「
伊
平
屋
村
職
員
研
修
計
画
」
に
基

づ
き
、
職
員
の
意
識
改
革
と
複
雑
高
度
化

す
る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
能

力
育
成
を
図
る
た
め
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
は
じ
め

各
種
研
修
を
実
施
致
し
ま
す
。
ま
た
、
多

様
化
す
る
行
政
課
題
解
決
に
必
要
な
専
門

的
知
識
を
有
す
る
人
材
を
確
保
す
る
た

め
、
任
期
付
き
職
員
採
用
や
、
中
途
採
用

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
人

事
評
価
制
度
の
運
用
に
よ
る
職
員
の
能

力
、
業
績
の
適
正
評
価
に
取
り
組
み
、
職

員
の
意
欲
向
上
と
業
務
能
力
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

現
在
、
本
村
振
興
の
担
い
手
で
あ
る
役

場
職
員
の
確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
村
単
独
の
採
用
試

験
に
加
え
、
離
島
町
村
共
同
に
よ
る
合
同

採
用
試
験
に
引
き
続
き
参
画
し
、
職
員
の

安
定
的
確
保
に
取
り
組
み
、
職
員
定
数
の

適
正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
村

内
の
職
員
採
用
状
況
は
、
そ
の
多
く
が
村

外
か
ら
の
採
用
者
が
多
数
を
占
め
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。人
材
確
保
の
た
め
、

引
き
続
き
島
外
か
ら
の
採
用
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
住
環
境
確

保
の
た
め
、
宿
舎
の
整
備
等
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

第
２
は
、≪

産　

業≫

“
活
力
み
な
ぎ

る
６
次
産
業
が
息
づ
く
島
”
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

１　

島
の
た
か
ら
を
活
か
し
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
観
光
・
交
琉

　

産
業
の
振
興

　

令
和
３
年
の
入
域
観
光
者
数
は
、

一
万
一
千
三
百
二
十
七
人
と
な
り
、
昨
年
の

一
万
三
千
九
百
八
十
六
人
、
令
和
元
年
の

二
万
五
千
四
百
十
一
人
を
ピ
ー
ク
か
ら
約

55
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

第
１
に
、≪

住
民
協
働≫

“
住
民
と
協

働
の
村
行
政
”に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
少

子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
国
家
財
政
の
危

機
的
状
況
な
ど
、
社
会
経
済
に
大
き
な
変

革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

地
方
自
治
体
が
分
権
の
担
い
手
と
し
て
改

革
の
道
を
自
ら
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
、

つ
ま
り
地
方
が
自
ら
知
恵
と
力
で
地
域
を

運
営
す
る
と
い
う
、
自
立
性
の
高
い
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
村
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域

の
振
興
に
と
っ
て
何
が
最
も
必
要
か
を
判

断
し
な
が
ら
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
意
思
が
行
政
計

画
、
ま
た
は
行
政
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の

中
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
村
民
と
共
に
行
動

す
る
、
住
民
と
協
働
型
の
意
思
決
定
シ
ス

テ
ム
構
築
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

１　

村
民
と
協
働
の
村
づ
く
り

　

村
民
が
求
め
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
、
村
民
の
求
め
る
「
心
豊
か
な
望
ま
し

い
環
境
づ
く
り
」
と
「
自
ら
の
心
を
豊
か

に
す
る
人
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、

村
づ
く
り
へ
の
住
民
参
画
の
促
進
と
そ
の

取
り
組
に
つ
い
て
、
人
的
・
財
政
的
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
と
協
働
の

村
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
人
材
育
成

に
つ
い
て
は
、
住
民
が
島
の
将
来
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
島
づ
く
り

を
住
民
と
行
政
が
実
現
に
向
け
て
、
引
き

続
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
支
援

体
制
を
強
化
し
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
主
体
的
な
村
づ
く
り
の
要
と
な

る
、
本
村
行
政
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い

て
は
、「
伊
平
屋
村
人
材
育
成
基
本
方
針
」

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す

　

ま
た
北
部
病
院
、
北
部
医
師
会
病
院
の

統
合
に
よ
っ
て
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
が

２
０
２
６
年
に
開
院
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
建
設
予
定
地
で
あ
る
沖

縄
県
立
農
業
大
学
校
の
土
壌
調
査
や
解
体

撤
去
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
当
初
よ
り
遅

れ
る
こ
と
と
な
り
、
２
０
２
８
開
院
予
定

へ
と
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
延
長
さ
れ
た
期

間
に
於
き
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
北
部
地

区
の
医
療
体
制
の
み
な
ら
ず
、
離
島
医
療

の
問
題
点
を
北
部
首
長
が
構
成
員
と
な
っ

て
い
る
「
公
立
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備

協
議
会
」
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
場
面
で

も
粘
り
強
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
調
整
す
べ
き
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
１
日
も
早
い
北
部
広
域
の
医

療
体
制
が
整
い
安
心
・
安
全
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

２
０
１
９
年
２
月
初
旬
に
中
国
の
武
漢

市
で
第1

例
目
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ

て
か
ら
わ
ず
か
数
ヶ
月
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
な
り
世
界
的
な
大
流
行
と
な
り
本
村
で

も
一
昨
年
12

月
に
は
30
名

余
の
村
民
が

感
染
し
た
の

で
す
が
、
村

民
の
皆
様
の

徹
底
し
た
感

染
防
止
対
策
に
よ
り
小
康
状
態
を
保
っ
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
年
１
月

に
は
感
染
力
の
高
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
村

内
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
、
70
名
余
の
村
民

が
短
期
間
の
間
に
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
回
も
、
北
部
病
院
附
属
伊
平
屋
診

療
所
で
の
逼
迫
し
た
中
で
の
ス
タ
ッ
フ
の

頑
張
り
や
村
民
の
協
力
に
よ
る
早
い
対
応

で
発
症
者
全
員
が
軽
傷
で
帰
還
で
き
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
水
際
対
策
を
含
め
感
染
症

拡
大
防
止
と
村
民
生
活
の
安
定
並
び
に
経

済
の
回
復
に
向
け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
て
は

住
民
課
を
中
心
に
医
療
体
制
、
検
査
態
勢

の
拡
充
に
取
り
組
む
と
と
も
に
医
療
機
関

と
も
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
う
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
実
施
体
制
も
沖
縄
県
や
北
部
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
、
北
部
病
院
、
医
師
会

病
院
、
保
健
所
と
も
連
携
し
継
続
し
て
摂

取
体
制
を
整
え
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
施
設
と
ら
ず
園
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
教
育
施
設
の
感
染
防
止
対
策
に

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
括
交
付
金
や
コ
ロ
ナ
対
策
補

助
金
等
を
活
用
し
「
安
心
・
安
全
な
伊
平

屋
島
」
の
構
築
と
「
村
民
の
生
活
・
雇
用
・

事
業
の
維
持
」
を
軸
に
経
済
対
策
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

　

Ⅱ　

施
策
の
概
要

　

次
に
、
令
和
４
年
度
に
お
け
る
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
、
村
民
の
求
め
る
将
来
像

に
沿
っ
て
、
基
本
姿
勢
と
主
な
施
策
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

令
和
４
年
第
３
回
伊
平
屋
村
議
会
の
開

会
に
当
た
り
、
議
員
各
位
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
の
重

要
な
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
村
政
運
営

に
当
た
っ
て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
が
10
年
維
持
附

則
に
５
年
見
直
し
と
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄

振
興
法
は
沖
縄
に
お
け
る
特
殊
な
諸
事
情

に
起
因
す
る
課
題
の
克
服
と
民
間
主
導
の

自
立
型
経
済
発
展
さ
ら
に
我
が
国
及
び
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
発
展
へ
の
寄
与
等
の

観
点
か
ら
国
に
よ
る
支
援
や
沖
縄
振
興
策

の
継
続
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
は
県
民
の
参
画

と
協
働
の
も
と
に
将
来
の
あ
る
べ
き
沖
縄

の
姿
を
描
き
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の

方
向
性
と
県
民
が
行
政
の
役
割
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
基
本
構
想
で
す
特
に
沖
縄
の

離
島
は
島
嶼
経
済
特
有
の
輸
送
コ
ス
ト
の

高
さ
な
ど
の
不
利
性
や
人
口
減
少
に
よ
り

長
期
的
な
税
収
な
ど
歳
入
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
一
方
高
齢
化
は
更
に
進
む
こ
と
か

ら
社
会
保
障
関
係
経
費
等
が
増
加
し
財
政

の
硬
直
化
が
進
行
を
強
め
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
へ
の
対
応

等
が
難
し
く
な
り
全
体
的
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
離
島
振
興
に

令和４年度

施
政
方
針
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こ
れ
は
、
令
和
２
年
に
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
離
島
航
路
の
往
来
自
粛
や
、
観
光
客

の
総
合
窓
口
と
な
る
「
一
般
社
団
法
人　

伊
平
屋
島
観
光
協
会
」
の
民
泊
事
業
、
教

育
旅
行
等
の
受
入
を
自
粛
要
請
し
た
こ

と
、
村
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
に
よ

り
、
島
外
か
ら
の
来
島
者
が
制
限
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

一
方
、
村
内
の
飲
食
業
・
小
売
業
、
宿

泊
業
に
お
い
て
は
、
休
業
や
営
業
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
関
係
機

関
及
び
伊
平
屋
村
商
工
会
と
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
営
業
体
制
の
改
善
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
も
、
観
光
・
交
流
産
業
は

中
核
産
業
で
あ
る
と
の
認
識
を
一
つ
に

し
、
観
光
協
会
及
び
商
工
会
主
導
に
よ
る

地
域
産
業
の
連
携
促
進
と
、
情
報
社
会
に

お
け
る
観
光
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
意
識
し

な
が
ら
、
様
々
な
観
光
関
連
施
策
展
開
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
産
業
を
振
興
す
る
に
は
、
地
域

資
源
や
特
性
を
活
か
し
、
そ
の
優
位
性
が

発
揮
で
き
る
産
業
分
野
に
重
点
を
お
い
た

戦
略
的
な
振
興
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
地
元
産
品
の
販
路
拡
大

を
図
る
た
め
、
島
内
事
業
者
を
対
象
に
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
等
を
行
い
、
島
外
で
の
催

事
出
展
を
支
援
・
実
践
の
場
の
提
供
を
行

い
ま
す
。付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、

他
に
は
無
い
島
の
独
自
性
と
突
出
性
を
う

ま
く
Ｐ
Ｒ
し
、
客
観
的
に
見
せ
る
場
が
必

要
で
す
。
平
成
29
年
度
よ
り
那
覇
市
タ
イ

ム
ス
ビ
ル
に
於
い
て
開
催
し
て
い
る
「
伊

平
屋　

観
光
・
物
産
と
芸
能
フ
ェ
ア
」
は
、

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、

リ
ア
ル
開
催
は
断
念
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
取
り

組
み
の
一
環
で
あ
り
、「
売
れ
る
商
品
づ

く
り
」
を
目
的
に
今
年
度
も
他
産
業
と
の

連
携
強
化
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
観
光
・
交
流
産
業
を
中
心
に
、
関

連
産
業
の
積
極
的
な
育
成
と
新
事
業
の
創

出
を
図
り
、村
内
経
済
波
及
効
果
の
高
い
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
の
発
展
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
に
は
戦
後
、
日
本
領
土
と

ア
メ
リ
カ
領
土
の
境
界
線
と
な
っ
た
北
緯

27
度
線
が
日
本
国
内
で
は
唯
一
陸
地
を
通

り
、
日
本
と
切
り
離
さ
れ
た
歴
史
を
県
内

外
に
広
く
再
認
識
さ
せ
る
と
同
時
に
戦
争

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
に
学
習
教
材
と
し

て
後
生
に
継
承
さ
せ
、
二
度
と
戦
争
を
繰

り
返
さ
ぬ
よ
う
世
界
平
和
の
象
徴
と
し
て

祖
国
復
帰
50
周
年
の
記
念
碑
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

（1）
農
林
水
産
業
を
活
用
し
た
体
験
型
交
流

の
促
進

　

観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
で
交
流
人
口

を
増
大
し
、
観
光
関
連
分
野
で
の
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
農
林
水
産
業
、
製
造

業
等
地
場
産
業
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な

ど
経
済
波
及
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
Ｕ

タ
ー
ン
等
に
よ
る
定
住
人
口
の
増
大
を
図

り
ま
す
。

　

民
泊
事
業
を
は
じ
め
、
観
光
施
設
を
活

用
し
た
体
験
型
観
光
交
流
等
、
本
村
な
ら

で
は
の「
観
光
と
農
林
水
産
業
と
の
連
携
」

を
推
進
し
、
教
育
旅
行
な
ど
観
光
・
交
流

産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
協
会
、
商
工
会
と
連
携

し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
等
の
観
光
・
交
流
事
業
に
携
わ
る

人
材
の
育
成
や
多
彩
な
観
光
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
、
関
連
企
業
の
育
成
支
援
、

観
光
交
流
情
報
の
受
発
信
等
の
支
援
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

（2）
伊
是
名
村
及
び
今
帰
仁
村
と
の
連
携
に

よ
る
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興

　

本
村
の
み
の
観
光
誘
客
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
歴
史
や
文
化
等
に
お
い
て
共

通
点
が
あ
る
伊
是
名
村
と
協
力
し
、
両
村

の
「
歴
史
・
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
旅

行
商
品
開
発
等
を
連
携
し
て
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
本
村
・
伊
是
名
村
・
今

帰
仁
村
に
よ
る
三
村
連
携
事
業
（
い
い
な

ま
つ
り
）
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

伊
平
屋
、
伊
是
名
間
を
つ
な
ぐ
架
橋
建

設
に
つ
い
て
は
、
伊
平
屋
・
伊
是
名
経
済

圏
と
し
て
の
効
果
は
多
大
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
両
村
発
展
の
た
め
、
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
歩
調
を
合
わ
せ
、
一
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２　

く
ら
し
の
立
つ
農
林
水
産
業
の
振
興

　

本
村
の
農
林
水
産
業
は
、
地
域
経
営
資

源
を
活
用
し
た
基
幹
産
業
で
す
が
、近
年
、

産
業
全
体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
低
下

し
て
お
り
、か
つ
専
業
農
家
・
漁
家
に
あ
っ

て
も
き
わ
め
て
く
ら
し
の
立
ち
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
深
刻
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
地
域
農
業
の
担
い
手

の
育
成
・
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

就
農
促
進
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
青
年
の
新
規
就
農
者
及
び
経
営
継

承
者
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
規
就
農
や
経
営
継
承
を
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
技
術
の
習
得
や
所
得
の
確
保
等
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
次
世
代
を
担
う
農

業
者
に
な
る
こ
と
を
志
向
す
る
者
に
対

し
、
引
き
続
き
新
規
就
農
者
の
確
保
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業
等
の
活
用
に
よ
り
青
年
の
就
農
意
欲

の
喚
起
と
就
農
後
の
定
着
を
図
り
青
年
就

農
者
の
増
大
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
・
漁
業
は
、
産
業
基
盤
の

整
備
や
環
境
保
全
を
は
じ
め
、
生
産
性
の

向
上
等
、
経
営
感
覚
に
優
れ
た
生
産
者
・

団
体
の
育
成
を
進
め
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
安
全
・
安
心
で
良
質
な
農
村

資
産
物
の
生
産
及
び
安
定
供
給
が
で
き
る

体
制
作
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
観

光
産
業
と
連
動
し
た
く
ら
し
の
立
つ
農
林

水
産
業
の
振
興
に
取
組
み
ま
す
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
、
米
に

つ
い
て
は
、
村
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と
協
議

を
し
な
が
ら
、
農
家
負
担
の
軽
減
、
生
産

の
向
上
、
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
製
糖
工
場
が
竣
工
か
ら
２

年
が
経
過
し
令
和
３
年
４
年
期
の
製
糖
操

業
も
順
調
で
原
料
５
０
０
０
ｔ
を
予
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
近
代
的
な
含
み
つ

糖
製
糖
施
設
の
整
備
に
よ
り
製
造
コ
ス
ト

の
低
減
、
製
品
の
品
質
向
上
が
図
ら
れ
、

ま
た
衛
生
管
理
基
準
を
整
え
る
こ
と
に
よ

り
、
消
費
者
へ
よ
り
安
心
安
全
な
製
品
を

提
供
で
き
る
生
産
体
制
が
確
立
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

水
稲
関
連
で
は
、
老
朽
化
の
進
む
伊
平

屋
村
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
北
部

振
興
事
業
で
の
令
和
５
年
度
の
採
択
を
目

指
し
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
生
産
性

の
向
上
や
農
業
経
営
コ
ス
ト
の
軽
減
、
品

質
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年
度
は
田

名
東
部
地
区
に
お
い
て
、
農
地
防
風
林

３
５
０
ｍ
、沈
砂
池
２
基
を
整
備
し
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
盤
と
な

る
漁
港
を
第
三
次
漁
港
整
備
計
画
に
基
づ

い
て
、
伊
平
屋
漁
港
及
び
田
名
漁
港
を
随

時
整
備
し
て
お
り
ま
す
。令
和
４
年
度
は
、

伊
平
屋
漁
港
に
お
い
て
、
荷
捌
き
施
設
、

通
信
施
設
、
給
油
施
設
、
漁
具
干
し
場
の

整
備
を
図
る
べ
く
関
係
省
庁
と
の
事
業
採

択
に
向
け
た
調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

第
３
に
、≪

ひ　

と≫

　
“
郷
土
愛
に

富
み
、
夢
を
求
め
る
人
材
を
育
む
島
”
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
の
教
育
は
、
離
島
で
あ
る
が
故
の

様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
新
し
い
島

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
人
材
の
育
成
を
優

先
課
題
と
し
て
、
生
涯
学
習
、
人
材
育
成

シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
を
念
頭
に
、
よ
り
充

実
し
た
教
育
活
動
・
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、学
校
・
家
庭
・
地
域
・

社
会
・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の

向
上
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
し

い
発
想
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
、
交
流

に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
教
育
方
針
」（
別
冊
）
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で
ご
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
４
に
、≪

く
ら
し≫

“
心
と
体
が
み

た
さ
れ
る
島
”に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
“
島
に
住
む
幸
せ
”
を
実
現
す
る
に
あ

た
り
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
」
は
極
め
て
大
き
な
課
題
で
す
。

今
後
も
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
さ
ら
な

る
向
上
」
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
活
に
関
わ
る
相

互
扶
助
や
伝
統
文
化
等
の
維
持
な
ど
に
お

い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
地

域
活
動
の
活
性
化
と
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
あ
り
方
を
地
域
住

民
、
村
民
と
共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
若
者
世
代
が
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
の

整
備
・
充
実
を
図
り
、
人
口
の
社
会
的
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す

１　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環

境
づ
く
り

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
ま
す
。特
に
妊
娠
出
産
に
つ
い
て
は
、

島
外
に
通
院
・
滞
在
す
る
な
ど
、
離
島
ゆ

え
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
こ
と
か
ら
妊
産
婦

健
診
時
の
通
院
に
係
る
経
費
の
助
成
及
び

出
産
に
伴
う
滞
在
費
の
一
部
助
成
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
又
、
世
界
中
を
震
撼
さ

せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
後
も
保
育

所
運
営
に
対
し
て
は
細
心
の
注
意
を
払
い

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
の
一

環
と
し
て
感
染
予
防
の
対
策
と
し
て
光
触

媒
に
よ
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
保
育
所
内
遊

齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
軸
と
し
た
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
若
い
世
代
や
子
ど

も
達
と
の
世
代
間
交
流
や
、
自
助
・
互
助
・

共
助
・
公
助
の
力
で
高
齢
者
を
支
え
る
地

域
づ
く
り
を
実
践
し
、
安
心
し
て
住
み
慣

れ
た
生
ま
れ
島
・
地
域
で
老
後
の
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
と
ら
ず
園
」
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
７
月
よ
り
、「
指
定
管

理
者
制
度
」
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
自
由
度
の
高
い
事
業
展
開
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
伊
平
屋
村
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
の
も
と
、
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
や
見
守

り
体
制
の
強
化
・
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
安
全
・
安
心
の
環
境
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
と
ら
ず
園
の
経
営
改
革

に
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（2）
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
環
境
づ
く
り

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た
い
と
い

う
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
願
い
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
に
、
生
活
上
の

様
々
な
困
り
ご
と
か
ら
発
生
す
る
多
種
多

様
な
ニ
ー
ズ
を
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
、

き
め
細
か
な
支
援
体
制
が
無
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て

地
域
で
生
活
で
き
る
共
生
社
会
を
目
指

し
、
そ
の
権
利
擁
護
と
障
が
い
の
あ
る
方

の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
「
と
も

に
支
え
合
い
、
働
く
喜
び
・
生
き
る
喜
び

に
あ
ふ
れ
る
村
」
の
実
現
を
目
指
し
、
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
少
し
ず

つ
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
障
が
い
者
の
社
会
参
加
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

３　

医
療
体
制
の
充
実

　

全
国
的
に
医
師
不
足
が
問
題
に
な
る

中
、
村
内
の
沖
縄
県
立
北
部
病
院
付
属
伊

平
屋
診
療
所
と
村
立
歯
科
診
療
所
で
は
、

幸
い
に
も
医
師
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

他
方
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
は
「
ア

ル
フ
ァ
株
」「
デ
ル
タ
株
」「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
」
と
形
を
変
え
、
人
類
に
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
ま
す
。
村
内
に
お
い
て
も
、
現

在
ま
で
に
延
べ
１
０
０
名
以
上
の
陽
性
者

が
発
現
し
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
伊
平
屋
村
に
お

き
ま
し
て
も
村
内
外
の
医
療
従
事
者
と
保

健
所
、
地
域
・
関
係
団
体
が
連
携
を
緊
密

化
し
、
感
染
予
防
対
策
を
更
に
強
化
す
る

と
同
時
に
、ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
整
備
・

実
施
に
最
大
限
注
力
し
、
見
え
な
い
人
類

共
通
の
敵
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」
と
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
挑
む
所
存

で
す
。
村
民
の
皆
様
の
協
力
を
引
き
続
き

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

老
朽
化
し
た
施
設
の
整
備
改
修
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
以
降
は
歯
科
医
師
の

定
住
に
よ
る
歯
科
保
健
医
療
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
歯
科
診
療
所
の

自
主
運
営
を
実
施
し
な
が
ら
、
村
民
の
歯

科
疾
患
の
予
防
・
治
療
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

（1）
地
域
を
挙
げ
た
健
康
づ
く
り

　
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
は
幸
せ
な
人
生

の
条
件
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
て
の
村
民
が
健
や
か
に
生
活
す
る
た
め

の
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
村
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
、
健
康
な
生
活
を
維
持

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の

た
め
に
必
要
な

施
策
・
環
境
作

り
の
一
環
と
い

た
し
ま
し
て
、

教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
伊
平

屋
小
学
校
旧
図
書
室
に
健
康
づ
く
り
の
場

と
し
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
器
具
等
を
設
置

し
、
村
民
の
皆
様
に
提
供
出
来
る
よ
う
準

備
も
整
い
、
本
年
度
も
引
き
続
き
利
用
者

に
寄
り
添
っ
た
運
営
を
行
い
ま
す
。

４　

海
上
・
陸
上
交
通
等
の
利
便
性
向
上

と
空
路
の
早
期
開
設

　

離
島
村
の
振
興
を
考
え
る
上
で
、
大
き

な
課
題
の
一
つ
に
は
交
通
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

海
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
フ
ェ

リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
が
就
航
し
て
ま
す
が
、
昨

今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
及

び
福
徳
岡
ノ
場
噴
火
に
よ
り
軽
石
の
漂

流
、漂
着
が
船
舶
の
航
行
に
支
障
を
来
し
、

村
船
舶
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
就
航
率
、

旅
客
数
、
航
送
車
輌
数
・
貨
物
量
、
共
に

大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
、
沖
縄
県
の
港
湾
整
備
事
業

に
よ
る
前
泊
港
嵩
上
工
事
及
び
屋
根
付

き
荷
捌
き
施
設
が
実
施
さ
れ
て
ま
す
が
、

ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
機
能
強
化
整

備
も
平
行
し
て
進
め
て
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
、
健
全
な
企
業
運
営
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

陸
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や
交

通
弱
者
、
日
常
的
利
用
者
の
移
動
手
段
と

し
て
多
く
の
村
民
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

村
民
は
じ
め
、
交
通
弱
者
や
観
光
客
が
利

用
し
て
頂
け
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

具
に
至
る
ま
で
実
施
し
、
引
き
続
き
保
育

所
ス
タ
ッ
フ
に
准
看
護
師
の
資
格
者
を
有

し
た
保
育
現
場
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
。
更
に

は
妊
産
婦
の
産
前
産
後
の
相
談
の
た
め
、

令
和
３
年
度
よ
り
月
に
４
回
の
「
ウ
ェ
ル

ハ
ピ
プ
ラ
ス
」を
保
健
相
談
所
で
実
施
し
、

コ
ロ
ナ
渦
の
中
に
お
い
て
も
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
提
供
し
て
き
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
実
施
す
る
よ
う
体
制
を
強
化

し
て
参
り
ま
す
。
乳
幼
児
を
持
つ
親
御
さ

ん
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
環
境
を
整
備

し
て
お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
８
名
も

の
島
の
宝
が
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
出
産
祝
金
な
ど
定
住
促
進
事
業
の
充
実

を
は
か
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構

築
を
図
り
ま
す
。

　

母
子
父
子
・
児
童
福
祉
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
「
伊

平
屋
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
づ

く
り

　

村
民
一
人
ひ
と
り

が
豊
か
な
人
間
性
を

育
み
生
き
る
力
を
身

に
付
け
て
い
く
と
共

に
、
村
民
皆
で
子
ど

も
や
若
者
を
育
成
・

支
援
し
、
年
齢
や
障

が
い
の
有
無
等
に
か

か
わ
り
な
く
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

（1）
元
気
で
活
き
活
き
と
し
た
高
齢
者
福
祉

の
向
上

　

本
村
の
屋
台
骨
を
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ

て
き
た
高
齢
者
が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

生
き
甲
斐
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
高
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努
め
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
重
要
路
線
は

ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
が
老
朽
化
し
た
道

路
・
橋
梁
の
再
整
備
や
改
修
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

伊
平
屋
空
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
就

航
に
向
け
た
航
空
会
社
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
沖
縄
県
に
は
引
き
続
き
伊
平
屋

空
港
の
整
備
に
つ
い
て
の
早
期
認
可
申
請

を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。沖
縄
県
、

北
部
市
町
村
会
、
北
部
振
興
会
な
ど
の
支

援
を
得
な
が
ら
、
伊
平
屋
、
伊
是
名
両
村

一
丸
と
な
っ
て
、
早
期
開
港
に
向
け
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

第
５
に
、≪

環　

境≫

“
豊
か
な
自
然

を
守
り
育
て
る
島
”
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
本
村
に
残
る
手
付
か
ず
の

自
然
環
境
と
す
ば
ら
し
い
景
観
を
「
島
の

宝
」
と
し
て
守
り
育
み
、
次
の
世
代
に
残

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
島
の
宝
」
で
あ
る

自
然
・
景
観
の
保
全
保
育
を
村
民
全
体
で

考
え
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
を
守
る
意

識
の
啓
発
や
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
の

推
進
（
ゴ
ミ
の
分
別
等
）
美
し
い
景
観
づ

く
り
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

１　

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

　

本
村
の
最
大
の
宝
は“
島
の
自
然
で
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
劣
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
生
物
多
様

性
の
保
全
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、陸
域
・

海
浜
環
境
の
保
全
、
自
然
環
境
の
適
正
利

用
、
さ
ら
に
は
、
本
村
ら
し
い
自
然
環
境

の
再
生
を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
本
土

復
帰
後
急
速
に
進
ん
だ
各
種
基
盤
整
備
事

業
に
よ
り
本
村
の
自
然
環
境
に
か
な
り
の

負
荷
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
環
境
協
力
税

や
美
ら
島
応
援
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

等
を
活
用
し
た
環
境
美
化
活
動
等
を
と
お

し
て
、
広
く
村
民
や
来
島
者
に
環
境
保
全

意
識
の
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
自
然

と
人
間
社
会
の
共
存
し
た
関
係
（
里
山
、

里
海
の
時
代
）
を
築
く
た
め
、
環
境
収
容

能
力
の
考
え
の
も
と
、
自
然
環
境
を
適
正

に
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か

ら
、自
然
環
境
保
全
型
自
然
体
験
活
動（
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）、
農
山
漁
村
体
験
・
滞

在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
自
然
循
環
機
能
の
推
持

増
進
と
離
島
の
持
つ
豊
か
で
美
し
い
自
然

環
境
の
保
全
を
図
り
、
環
境
と
調
和
し
た

農
林
水
産
業
を
促
進
し
ま
す
。

２　

美
し
い
景
観
の
整
備

　

本
村
を
、
地
域
住
民
が
活
き
活
き
と
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
豊
か
で
住
み
よ
い

地
域
と
し
、
ま
た
訪
れ
る
方
に
も
開
か
れ

た
地
域
と
す
る
た
め
に
は
、
景
観
や
自
然

環
境
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
団

体
な
ど
に
よ
る
集
落
機
能
の
活
性
化
を
図

り
、
美
し
い
村
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
手
付
か
ず
の
美
し
い
自
然
環
境

や
田
園
景
観
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
的
な
家

並
み
等
、
伊
平
屋
ら
し
い
景
観
・
風
景
・

風
土
を
次
世
代
に
守
り
継
ぐ
と
と
も
に
、

花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
潤
い
の
あ
る
地
域
形

成
を
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
３
月
１
日
に
「
伊
平
屋
島
の

念
頭
平
松
」
と
し
て
国
指
定
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
念
頭
平
松
は
、
村
民
に

と
っ
て
古
く
か
ら
憩
い
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
お
り
、
今
後
は
村
民
だ
け
で
は
な

く
島
の
観
光
地
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
多

く
の
観
光
客
の
利
用
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

伊
平
屋
ら
し
い
原
風
景
と
調
和
し
た
観
光

地
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
す
る
た
め
に
、
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で

改
修
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
景
観
や
快
適
性
、
利
便
性
に
配

慮
し
整
備
を
継
続
し
て
進
め
島
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
村
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
北
側
は
国
指
定
文
化
財
１

件
、
県
指
定
文
化
財
２
件
、
村
文
化
財
１

件
及
び
絶
景
の
観
光
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が

点
在
し
て
あ
る
が
道
路
が
老
朽
化
し
て
い

る
事
や
一
部
伊
平
屋
ら
し
い
海
岸
の
景
観

が
損
な
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
整
備

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
観
光
地
と
し

て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
サ
イ
ン
が
必
要
な
箇
所

の
整
備
、
又
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
利
便
性

の
高
い
施
設
の
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

本
村
随
一
の
観
光
資
源
で
あ
る
米
崎
海

岸
が
過
去
の
護
岸
整
備
等
に
よ
り
周
辺
海

浜
か
ら
の
砂
の
流
出
が
助
長
さ
れ
自
然
景

観
の
消
失
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
流
出

対
策
と
し
て
、
海
浜
後
退
の
助
長
防
止
を

行
い
養
浜
を
重
点
に
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
又
米
崎
海
浜
公
園
は
供
用
開
始
か

ら
13
年
が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が
著
し

く
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
た
め
利
用
者

の
満
足
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
施
設
の
機
能

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３　

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

　

伊
平
屋
村
特
有
の
自
然
環
境
の
大
切
さ

を
地
域
住
民
で
共
有
す
る
た
め
に
本
年
度

も
引
き
続
き
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
や
廃

タ
イ
ヤ
の
搬
出
負
担
の
軽
減
を
支
援
し
て

参
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
村
民
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
伊
平
屋
村
の
素

晴
ら
し
い
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
、
自
然
環
境
保
全
と
社
会
経
済
活
動

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
社
会
構
築
に
引

き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
整
備
と
適
正
な
施
設
管

理
に
努
め
、
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
と

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖

縄
県
企
業
局
が
水
道
広
域
化
へ
向
け
令
和

元
年
度
か
ら
工
事
が
着
手
さ
れ
新
浄
水
場

の
建
築
・
機
械
電
気
設
備
・
土
木
工
事
を

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
供
用
開
始

に
向
け
着
実
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

浄
水
施
設
の
整
備
に
合
わ
せ
、
老
朽
化

し
て
い
る
配
水
管
の
更
新

工
事
を
村
発
注
で
令
和
７
年
度
ま
で
の
期

間
、
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
沖
縄
県
が
行
う
広

域
化
の
取
り
組
み
に
協
力
し
、
基
本
計
画

（
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
基
に
、
維
持
管
理

等
の
コ
ス
ト
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、安
心
・

安
全
な
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
入
域
人
口

の
増
加
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
が
増

え
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
ゴ

ミ
の
分
別
・
減
量
化
を
徹
底
し
リ
サ
イ
ク

ル
社
会
構
築
に
む
け
取
組
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

Ⅲ　

お
わ
り
に

　

以
上
村
政
運
営
に
対
す
る
施
策
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
考
え
に
つ
い
て
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
、
本
年
度
実
施
予
定
の
事

業
は
、
こ
れ
か
ら
の
伊
平
屋
村
づ
く
り
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
事
業

で
あ
り
ま
す
。
主
役
は
村
民
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
村
民
視
点
に
立
っ
て
常
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
令
和
と
い

う
新
た
な
時
代
に
誰
も
が
夢
と
希
望
を
抱

い
て
迎
え
た
ス
タ
ー
ト
の
時
代
に
新
型
コ

ロ
ナ
過
で
先
行
き
不
透
明
な
現
状
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら

こ
そ
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
大
き

な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た

時
代
は
私
た
ち
自
身
が
支
え
合
い
励
ま
し

合
い
な
が
ら
築
い
て
行
く
も
の
で
あ
り
ま

す
。
人
口
減
少
と
い
う
危
機
を
皆
で
共
有

し
な
が
ら
目
指
す
べ
き
未
来
に
向
け
て
力

を
合
わ
せ
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
新
た
な
時
代
に
み
ん
な
の
笑
顔

と
本
村
の
未
来
を
創
る
た
め
今
後
の
財
政

運
営
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
増
す
よ
う
お
願
い
も
う
し
あ
げ
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
10
日

伊
平
屋
村
長　

名
嘉
律
夫



2022.4　iheya　5

　

は　

じ　

め　

に

　

伊
平
屋
村
は
、
沖
縄
県
の
最
北
端
に

位
置
し
、
素
朴
で
自
然
豊
か
な
島
で
あ

る
。
歴
史
的
に
は
、
古
生
代
に
さ
か
の

ぼ
る
島
の
生
い
立
ち
や
、
万
葉
の
世
界

に
通
ず
る
天
照
大
御
神
伝
説
「
ク
マ
ヤ

洞
窟
由
来
」
が
あ
る
。
ま
た
、
祖
先
崇

拝
や
万
の
神
様
「
ウ
タ
キ
」
崇
拝
等
の

祭
祀
を
司
る
祝
女
の
存
在
は
、
県
内
有

数
の
神
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
由
縁
で

あ
る
。

　

村
民
は
、豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

の
ん
び
り
し
た
生
活
空
間
を
創
造
し
な

が
ら
、
強
い
絆
と
温
か
い
人
情
を
育
ん

で
生
き
て
い
る
。
こ
の
様
な
人
々
の
生

活
と
連
動
し
た
郷
土
の
伝
統
文
化
「
ウ

ン
ジ
ャ
ミ
・
ウ
シ
デ
ー
ク
・
豊
年
祭
」

等
は
、
文
化
的
価
値
が
高
く
、
本
村
の

誇
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
豊
か
さ
と
便
利
さ
を
求

め
る
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
、
年
々

人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
現

状
は
、
島
で
生
き
る
村
民
一
人
一
人
が

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒

は
、
高
校
進
学
と
同
時
に
島
を
離
れ
て

い
く
宿
命
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
今
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
激
し

く
、
わ
が
国
を
は
じ
め
世
界
中
の
人
々

に
自
然
界
は
容
赦
な
く
、
未
曾
有
の
悲

し
み
を
与
え
続
け
て
い
る
。
自
然
を
侮

り
、
人
間
の
知
恵
で
万
物
克
服
可
能
と

言
う
過
信
は
、
自
然
界
に
通
用
し
な
い

現
実
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
間
は
、
利
便
性

や
物
欲
追
求
に
お
ぼ
れ
る
こ
と
無
く
、

自
然
と
向
き
合
い
、
適
度
の
不
自
由
さ

を
守
り
、
自
然
と
人
間
と
の
共
存
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
等
、
つ
ま
り
「
心
」

の
時
代
を
、
強
く
考
え
る
時
宜
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
人
間
と
し
て
、
社
会
人
と
し

て
力
強
く
生
き
る
た
め
の
学
校
教
育

は
、確
か
な
知
力「
学
力
」を
身
に
つ
け
、

利
他
の
精
神
を
持
ち
、
急
激
な
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
創
造
性
・
国
際
性

豊
か
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を

胸
に
、
郷
土
の
文
化
継
承･

発
展
へ
の

一
翼
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
、
島
発
ち
教
育
の
礎
で

あ
る
。
県
内
は
も
と
よ
り
広
く
国
際
社

会
に
雄
飛
し
、
併
せ
て
、
島
の
未
来
を

創
造
で
き
る
教
育
を
強
力
に
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、高
齢
社
会
の
伸
展
に
伴
い
、

生
涯
学
び
続
け
る
生
き
方
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
を
し
、
老
い
も
若
き
も
支

え
合
う
活
力
に
満
ち
た
地
域
活
動
を
推

進
し
、「
安
心
・
安
全
・
平
和
」
な
村

民
主
体
の
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
様
な
視
点
に
立
ち
、
村
教
育
委

員
会
は
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
に
則
り
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
及
び
、
本
県
教

育
主
要
施
策
、
伊
平
屋
村
学
校
教
育
要

覧
、
伊
平
屋
村
総
合
計
画
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
令
和
４
年
度
の
本
村
教
育
施

策
を
定
め
る
。

令
和
４
年
３
月
10
日

伊
平
屋
村
教
育
委
員
会

〔
基
本
方
針
〕

　

伊
平
屋
村
は
、
村
民
及
び
幼
児
児
童

生
徒
の
個
性
を
尊
重
し
、
国
・
県
及
び

郷
土
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
誇
り
を

持
ち
、
創
造
性
・
国
際
性
豊
か
な
人
材

の
育
成
と
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対

応
し
、
学
び
続
け
る
生
涯
学
習
の
振
興

を
期
し
て
、
次
の
教
育
施
策
を
推
進
す

る
。

〔
教
育
目
標
〕

〇
確
か
な
学
力
を
確
実
に
身
に
付
け
、

自
ら
の
個
性
を
生
か
し
、
主
体
的
に
社

会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
能
力
や
創
造

性
の
基
礎
を
育
成
し
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
子
供
た
ち
を

育
成
す
る
。

〇
平
和
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成

者
と
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
文
化

の
継
承
発
展
に
寄
与
し
、
創
造
性
・
国

際
性
豊
か
で
、
情
報
社
会
に
適
応
で
き

る
心
身
共
に
健
全
で
、
人
間
性
豊
か
な

村
民
を
育
成
す
る
。

〇
村
民
の
連
帯
感
を
育
み
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
・
行
政
の
相
互
連
携
の

も
と
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
得
る
教

育
の
方
法
を
追
求
し
、
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
生
涯
学
習
社
会
を
形
成
す
る
。

聞
く
態
度
の
育
成　

○
片
付
け
掃
除
習

慣　

○
時
間
の
け
じ
め
習
慣　

○
み
な

り
服
装
の
徹
底　

○
危
機
管
理
能
力
の

徹
底

　

（3）　

健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
充
実

　

○
運
動
部
活
動
の
強
化　

○
健
康
教

育
の
日
常
化　

○
安
全
意
識
の
日
常
化

〇
徒
歩
通
学
、
自
転
車
通
学
の
奨
励　

○
衛
生
管
理
・
教
育
の
日
常
化　

○
栄

養
バ
ラ
ン
ス
教
育
の
日
常
化　

　

（4）　

食
育
の
推
進

　

○
偏
食
追
放
運
動　

○
栄
養
教
育
の

充
実　

○
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
徹

底　

○
嗜
好
品
摂
取
に
つ
い
て
の
周
知

　

（5）　

特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

○
校
内
支
援
委
員
会
の
活
性
化　

〇

校
内
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
向
上

（
研
修
）　

〇
個
別
支
援　

○
特
別
支
援

教
育
へ
の
理
解
促
進
（
教
職
員
・
保
護

者
等
）　

○
発
達
支
援　

○
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
支
援　

○
講
演
会
の
充
実

　

（6）　

幼
児
教
育
の
充
実

　

○
会
話
に
よ
る
共
感
的
し
つ
け
の
充

実　

○
生
活
リ
ズ
ム
の
徹
底 

○
個
性

の
伸
張　

○
自
立
支
援　

〇
保
幼
小
中

連
携
の
推
進　

○
幼
児
教
育
支
援
（
研

修
等
）
の
充
実

　

（7）　

個
性
を
大
切
に
す
る
教
育
の
推
進

　

○
体
験
・
経
験
・
観
察
学
習
支
援　

○
環
境
整
備
支
援　

○
文
化
活
動
支
援

○
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
支
援　

〇

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

（8）　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

　

令
和
４
年
度

　

伊
平
屋
村
教
育
主
要
施
策
の
要
点

　

本
村
に
お
け
る
教
育
は
、
国
及
び
県

の
教
育
施
策
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
村

独
自
の
教
育
課
題
を
明
確
に
し
て
、
各

施
策
の
具
体
的
取
組
を
展
開
す
る
。

１　

学
校
教
育
の
充
実

　

幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
学
び
続

け
る
意
欲
と
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
活
動
を
展

開
す
る
。
特
に
、
知
力
を
高
め
る
た
め

の
教
員
の
研
修
支
援
、
保
護
者
と
の
連

携
強
化
、
地
域
人
材
活
用
等
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
。
さ
ら

に
、
学
校
環
境
の
整
備
の
充
実
と
郷
土

文
化
の
継
承
・
発
展
及
び
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
充
実
を
図
る
。

〔
取
組
内
容
〕

　

（1）　

確
か
な
学
力
の
確
立

　

○
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
へ
の
授
業
改
善　

○ 

学
習
用
端

末
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
の
推
進　

○
「
学
び
」
の
個
別
最
適
化
と
協
働
化

の
推
進　

○
授
業
と
連
動
し
た
宿
題
の

日
常
化　

○
学
習
規
律
の
徹
底　

○
読

書
習
慣
の
充
実　

○
生
活
リ
ズ
ム
の
徹

底　

○
伝
統
文
化
学
習
の
日
の
充
実

※
教
育
課
程
へ
の
位
置
付
け
へ

○
教
職
員
研
修
（
学
び
続
け
る
教
員
）

の
充
実　

○
地
域
資
源
活
用
の
推
進　

    

○
「
て
る
し
の
塾
」
の
推
進　

〇
小
学

校
英
語
教
育
の
充
実　

〇
道
徳
教
育
の

充
実

※
地
域
教
材
「
伊
平
屋
ジ
ュ
ー
テ
ー
」

の
教
材
化

　

（2）　

心
の
教
育
の
充
実

　

○
あ
い
さ
つ
の
徹
底　
　

○
話
す
・

令和 4年度

伊
平
屋
村
教
育

　
　
　

主
要
施
策
の
要
点



り
の
推
進

　

○
地
域
社
会
と
学
校
が
協
働
す
る
教

育
課
程
の
編
成　

○
地
域
人
材
活
用
支

援　

○
地
域
連
携
支
援  

〇
学
校
評
価

の
充
実　

○
安
心
・
安
全
・
平
和
な
教

育
環
境
整
備
支
援　

２　

社
会
教
育
の
充
実

　

村
民
一
人
一
人
が
社
会
の
形
成
者
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
負
い
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
の
日
常
化
を
図

る
。
特
に
、
青
年
会
・
婦
人
会
・
老
人

会
・
子
ど
も
会
等
社
会
教
育
団
体
の
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
社
会
教
育
指
導

者
育
成
等
の
支
援
を
す
る
。

〔
取
組
内
容
〕

　

（1）　

社
会
教
育
基
盤
の
整
備
・
充
実

　

○
離
島
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設
の

充
実　

○
学
校
施
設
開
放
の
充
実　

○

公
民
館
活
動
（
機
能
）
の
充
実　

○
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
支
援

　

（2）　

家
庭
教
育
機
能
の
充
実

　

○
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立　

○
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
奨
励　

○
徒
歩

通
学
・
自
転
車
通
学
奨
励　

○
時
間
の

け
じ
め
推
進　

○
あ
い
さ
つ
・
身
な
り
・

片
付
け
習
慣
の
奨
励　

○
「
家
庭
の
日
」

設
定
奨
励　

○
読
み
聞
か
せ
奨
励

　

（3）　

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
教
育

　

○
諸
講
座
開
設　

○
サ
ー
ク
ル
活
動

奨
励　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励　

　

（4）　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

○
村
民
体
育
の
日
推
進　

○
ラ
ジ
オ

体
操
の
参
加
推
進　

○
ニ
ー
ズ
に
合
う

ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励　

○
海
浜
ス
ポ
ー
ツ

の
奨
励
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（5）　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

○
運
動
部
活
動
の
活
性
化
支
援　

○

村
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催　

○
島
外
大
会

参
加
推
進

３　

青
少
年
の
健
全
育
成

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
育
て

る
」
を
基
本
と
し
て
学
校
・
家
庭
・
地

域
社
会
・
行
政
と
の
密
接
な
連
携
強
化

を
図
る
。
ま
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に
で
き
る
家
庭
教
育
力
の
向

上
を
図
る
。

〔
取
組
内
容
〕

　

（1）　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の

相
互
連
携
協
力

　

○
あ
い
さ
つ
運
動
の
周
知
・
参
加　

　

○
６
３
０
運
動
の
日
常
化
支
援　

○

お
手
伝
い
運
動
奨
励　

○
家
庭
学
習
へ

の
取
り
組
み
支
援　

〇
夏
休
み
親
子
教

室　

〇
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
」
の
充
実

　

〇
「
弁
当
の
日
」
の
実
践　

〇
「
や
ー

な
れ
ー
運
動
」
の
推
進　

○
各
字
行
事

参
加
支
援　

○
子
供
会
活
動
支
援　

〇

「
伝
統
文
化
学
習
の
日
」
の
支
援

　

（2）　

島
発
ち
後
の
自
立
支
援
活
動

　

〇
高
校
生
支
援
事
業
及
び
激
励
会
の

充
実

４　

文
化
の
継
承
・
発
展

　

本
村
文
化
の
殿
堂
と
し
て
「
伊
平
屋

村
歴
史
民
俗
資
料
館
」
の
機
能
強
化
を

図
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
ア
ー

ト
の
発
信
基
地
に
な
り
う
る
機
能
強
化

を
目
指
す
。

　

ま
た
、
本
村
で
育
ん
だ
郷
土
文
化
を

大
人
か
ら
青
年
へ
、
青
年
か
ら
児
童
生

徒
へ
受
け
継
ぐ
指
導
支
援
を
図
る
。
各

区
子
ど
も
会
等
の
活
動
支
援
を
強
化
す

る
。
さ
ら
に
学
校
行
事
等
へ
の
連
携
強

化
を
図
り
な
が
ら
充
実
発
展
を
目
指

す
。

〔
取
組
内
容
〕

　

（1）　

文
化
財
の
保
護
と
活
用

　

○
有
形
・
無
形
文
化
財
指
定　

〇
歴

史
文
化
基
本
構
想
実
施
計
画
の
取
り
組

み　

○
文
化
財
分
布
図
の
作
成　

○
埋

蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
保
存
・
保
護

推
進

　

（2）　

文
化
施
設
（
民
俗
資
料
館
）
の

活
用

　

○
民
俗
資
料
館
の
学
校
利
用
推
進　

○
民
俗
資
料
館
事
業
推
進　

　

（3）　

文
化
芸
術
活
動
の
推
進

　

○
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
日
常
化　

○
諸

教
室
開
設
推
進　

○
諸
展
示
会
開
催
推

進　

○
文
化
啓
蒙
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
位
置
づ
け　

○
し
ま
く

と
ぅ
ば
の
保
存
継
承
（
し
ま
く
と
ぅ
ば

大
会
の
実
施
、
し
ま
く
ぅ
と
ば
検
定
の

取
り
組
み
等
）

５　

生
涯
学
習
の
充
実

　

人
は「
生
涯
学
習
者
で
あ
る
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多

様
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
。
学
校
教

育
及
び
社
会
教
育
と
連
携
し
て
、
生
き

る
楽
し
さ
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
村
民

の
意
識
改
革
を
図
る
。

〔
取
組
内
容
〕

　

（1）　

生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備

　

○
長
寿
学
園
等
開
設
支
援　

○
公
民

館
活
動
支
援　

○
友
愛
と
健
康
の
広

場
、
村
民
体
育
館
等
施
設
活
用
推
進　

○
村
ま
つ
り
支
援　

　

（2）　

村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
学
習

機
会
の
充
実

　

○
民
俗
芸
能
教
室
開
設
推
進　

○
ラ

ジ
オ
体
操
の
参
加
推
進　

○
世
代
間
交

流
の
推
進

　

（3）　

活
力
あ
る
生
活
空
間
の
創
造
推
進

　

○
音
楽
鑑
賞　

○
芸
術
鑑
賞　

○
映

画
鑑
賞　

○
ス
ポ
ー
ツ
体
験　

○
農
業

実
践
発
表　

○
海
浜
体
験
発
表

６　

教
育
行
政
の
充
実

　
「
人
材
は
資
源
で
あ
る
」
こ
と
は
永

遠
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
課
題
を
解
決

す
べ
き
教
育
行
政
に
は
責
任
と
実
行
力

の
あ
る
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
村
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
多
様

な
施
策
と
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
学
校

教
育
の
充
実
・
社
会
教
育
の
充
実
等
、

地
域
社
会
と
と
も
に
あ
る
開
か
れ
た
教

育
行
政
を
推
進
す
る
。

〔
取
組
内
容
〕

　

（1）　

教
育
施
策
推
進
体
制
の
充
実

　

（2）　

教
育
委
員
会
及
び
事
務
局
体
制

の
充
実

　

（3）　

教
職
員
等
の
労
働
環
境
の
改
善

及
び
充
実

　

（4）　
「
伊
平
屋
村
教
育
の
日
」
の
制

定
の
伴
う
教
育
活
動
の
普
及
・
啓
発

７　

国
際
社
会
・
情
報
社
会
へ
の
対
応

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度
情
報
社
会
の

中
で
、
広
い
視
野
で
社
会
の
流
れ
を
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
村
民
の
意
識
改

革
を
図
る
。特
に
、学
校
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
提
供
し
、
児
童

生
徒
ら
と
共
に
情
報
を
読
み
解
く
力
を

身
に
付
け
、
国
際
性
豊
か
な
村
民
を
目

指
す
。

〔
取
組
内
容
〕

　

（1）　

国
際
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進

　

○
小
中
連
携
英
語
学
習　

〇
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
活
用
し
た
英
語

学
習
の
充
実　

○
海
外
短
期
留
学
支
援

　

○
Ｉ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
（Ih

e
ya

 E
n
g

lish
 

D
a

y C
a

m
p

 P
ro

g
ra

m

）
の
開
催　

○
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

（2）　

情
報
社
会
に
対
応
し
た
教
育

（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
）
の
推
進

　

○
一
人
一
台
の
学
習
端
末
を
有
効
活

用
し
た
授
業
づ
く
り
の
推
進　

○
Ａ
Ｉ

教
材
（
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
）
の
ス
タ
デ
ィ
・

ロ
グ
の
活
用
し
た
自
己
調
整
学
習
の
充

実　

○
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
対
応
※

臨
時
休
業
（
休
校
）
等
へ
の
備
え

令
和
４
年
３
月
10
日

伊
平
屋
村
教
育
委
員
会
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令和４年度一般会計予算 総額　37億 6,153 万円
◆本年度予算の特徴◆

　一般会計の予算総額は 3,761,527 千円、対前年度比 4.4％増の 157,152 千円の増額となっている。

　歳入を構成比で見ると、地方交付税 34.1%、国・県支出金 39.5%、村債 14.3%と、依存財源が 89.2%を占

めており、自主財源に乏しい歳入構造となっている。

　歳出を性質別と対前年度比で見ると、人件費 577,205 千円 ( △ 1.8%)、物件費 676,877 千円 ( △ 1.0%)、維

持補修費34,540千円 (25.8%)、扶助費102,574千円 (32.8%)、普通建設補助事業費は1,425,857千円 (3.8%)、

普通建設単独事業費は123,971千円 (58.7%)、人件費と物件費以外は増額となっている。漁港整備事業や土木費、

教育費の大型事業により投資的経費の割合が 41.4％、対前年度比でも 6.7%の増となっている。

　予算編成にあたっては、少ない経費で最大限の効果が発揮できるよう内部経費の抑制に努め、新たな財源の確保

についても可能な限りの検討を尽くし、確保に努めた。

歳　入 （単位：千円、％）

区 分 本年度予算 構 成 比

自

主

財

源

村税 87,256 2.3

分担金及び負担金 27,806 0.7

使用料及び手数料 49,790 1.3

財産収入 7,070 0.2

寄付金 18,761 0.5

繰越金・繰入金 179,418 4.8

諸収入 37,491 1.0

小　　計 407,592 10.8

依

存

財

源

地方譲与税 18,889 0.5

交付金等 29,569 0.8

地方交付税 1,281,302 34.1

国・県支出金 1,485,712 39.5

村債 538,463 14.3

小　　計 3,353,935 89.2

歳入合計 3,761,527 100

歳出（性質別） （単位：千円、％）

区 分 本年度予算 比 較 伸 率 構 成 比

消
費
的
経
費

人件費 577,205 △ 10,503 △ 1.8 15.3%

物件費 676,877 △ 6,776 △ 1.0 18.0%

維持補修費 34,540 7,090 25.8 0.9%

扶助費 102,574 25,346 32.8 2.7%

補助費 330,418 1,455 0.4 8.8%

小　　計 1,721,614 16,612 1.0 45.8%

投
資
的
経
費

補助事業費 1,425,857 52,606 3.8 37.9%

単独事業費 123,971 45,839 58.7 3.3%

その他 4,500 900 25.0 0.1%

災害復旧費 1,406 △ 1,595 △ 53.1 0.0%

小　　計 1,555,734 97,750 6.7 41.4%

そ
の
他
の
経
費

公債費 316,189 45,353 16.7 8.4%

積立金 127 0 0.0 0.0%

投資及び出資金 0 0 0.0 0.0%

繰出金 163,863 △ 2,543 △ 1.5 4.4%

予備費 4,000 0 0.0 0.1%

小　　計 484,179 42,810 9.7 12.9%

合　　計 3,761,527 157,172 4.4 100%
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令和４年度特別会計予算 総額　12億 0,294 万円
♦国民健康保険事業特別会計

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

国民健康保険税 19,048 19,569 △ 521
繰越金 1 1 0
諸収入 8 8 0
国・県支出金 157,276 159,119 △ 1,843
療養給付費交付金 0 0 0
前期高齢者交付金 0 0 0
共同事業交付金 0 0 0
他会計繰入金 31,763 31,282 481

合　　計 208,096 209,979 △ 1,883

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

総務費 3,305 2,049 1,256
保険給付費 144,922 148,942 △ 4,020
国民健康保険事業費納付金 52,990 52,305 685
老人保健・共同事業拠出金 0 0 0
保険事業費 6,823 6,627 196
前期高齢者・介護納付金等 0 0 0
保健施設費 0 0 0
諸支出金・繰上充用金 56 56 0
予備費 0 0 0

合　　計 208,096 209,979 △ 1,883

♦水道事業特別会計
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
使用料及び手数料 44,072 38,424 5,648
繰越金 1 1 0
諸収入 3 3,868 △ 3,865
国・県支出金 84,800 34,000 50,800
他会計繰入金 42,396 41,899 497
村債 61,700 28,200 33,500

合　　計 232,972 146,392 86,580

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

総務費 207,661 122,422 85,239
公債費 25,309 23,968 1,341
繰上充用金 1 1 0
予備費 1 1 0

合　　計 232,972 146,392 86,580

♦農業集落排水事業特別会計
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
使用料及び手数料 14,141 12,233 1,908
繰越金 0 0 0
諸収入 0 0 0
国・県支出金 0 0 0
他会計繰入金 39,130 35,243 3,887
村債 2,600 0 2,600

合　　計 55,871 47,476 8,395

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

総務費 41,332 29,092 12,240
公債費 14,537 18,382 △ 3,845
予備費 1 1 0
繰上充用金 1 1 0

合　　計 55,871 47,476 8,395

♦港湾整備事業特別会計
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
施設使用収入 2,457 2,460 △ 3
繰越金 1 1 0
諸収入 1,805 1,809 △ 4
他会計繰入金 0 29,000 △ 29,000

合　　計 4,263 33,270 △ 29,007

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

事業費 4,263 33,270 △ 29,007
公債費 0 0 0

合　　計 4,263 33,270 △ 29,007

♦後期高齢者医療特別会計
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
後期高齢者医療保険料 6,995 6,838 157
使用料及び手数料 3 3 0
繰越金 1 1 0
諸収入 75 3 72
他会計繰入金 4,537 4,519 18

合　　計 11,611 11,364 247

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

後期高齢者医療広域納付金 11,410 11,295 115
諸支出金 31 31 0
一般管理費 169 37 132
後期医療制度円滑運営補助金 1 1 0

合　　計 11,611 11,364 247

♦船舶運航事業特別会計
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
運航収益 291,945 291,945 0
雑収入・その他 26,560 2,573 23,987
離島航路補助金 241,983 89,759 152,224
他会計繰入補助 97,771 96,812 959
企業債 0
補助金 15,288 15,878 △ 590

合　　計 673,547 496,967 176,580

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

運航費用 467,681 403,240 64,441
営業費用 196,618 92,622 103,996
予備費 0 1,105 △ 1,105
建設改良費 0 0 0
企業債償還金 0 0 0

合　　計 664,299 496,967 167,332

♦歯科診療所事業特別会計
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
診療事業収入 7,732 8,621 △ 889
繰越金 1 1 0
諸収入 2 2 0
他会計繰入金 8,854 6,522 2,332

合　　計 16,589 15,146 1,443

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

総務費 7,803 7,449 354
診療事業費 8,785 7,696 1,089
予備費 1 1 0

合　　計 16,589 15,146 1,443



　

第
74
回
伊
平
屋
中
学
校
卒
業

式
は
12
日
土
曜
日
に
、
第
73
期

野
甫
小
中
学
校
卒
業
式
が
14
日

月
曜
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
平
屋
中
学
校
卒
業
式
で

は
、
男
子
６
名
、
女
子
８
名
計

14
名
が
卒
業
認
定
を
受
け
て
卒

業
証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
卒
業
証
書
授
与
後

に
一
人
ひ
と
り
マ
イ
ク
の
前
に

立
ち
保
護
者
へ
の
感
謝
や
高
校

生
活
へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た

が
、
多
く
が
涙
交
じ
り
の
、
15

の
島
発
ち
を
感
じ
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
在
校
生

に
よ
る
送
辞
も
、
卒
業
生
に
よ

る
答
辞
も
涙
交
じ
り
で
、
学
校

生
活
の
充
実
と
仲
の
よ
さ
が
う

か
が
え
る
感
動
的
な
式
と
な
り

ま
し
た
。

　

野
甫
小
中
学
校
で
は
、
中
学

生
は
男
子
１
名
、女
子
２
名
が
、

小
学
生
は
女
子
１
名
が
卒
業
認

定
を
受
け
て
卒
業
証
書
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
田
登
志
男
校
長
よ
り
卒
業

生
へ
の
一
人
ひ
と
り
へ
の
激
励

の
こ
も
っ
た
式
辞
の
の
ち
名
嘉

う
ら
ら
さ
ん
の
学
校
生
活
と
の

涙
交
じ
り
の
惜
別
の
答
辞
が
あ

り
、
地
域
の
方
々
も
参
加
し
一

体
と
な
っ
て
児
童
生
徒
の
卒
業

を
祝
い
ま
し
た
。
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15
の
島
発
ち
を
皆
で
祝
福
。

伊
平
屋
中
学
校
第
74
回
卒
業
式
・
野
甫
小
中
学
校
第
73
期
卒
業
式

12・14
3

伊平屋中学校

野甫小中学校



　伊平屋村立伊平屋幼稚園修了式が園舎にて執り行われました。園児たちは呼名に元気よく答え、大城健園長より修了

の認定を受け、それぞれの「ぼくのゆめ　わたしのゆめ」を披露しました。

　6 名の園児たちは４月からは新１年生として伊平屋小学校に入学予定とのことです。

16
3

6名が幼稚園を卒園。
 伊平屋幼稚園修了式 

　伊平屋村立伊平屋小学校卒業式が挙行されました。卒業生

の男子８名、女子５名の計 13 名は卒業認定を受け、一人ひと

り卒業証書を受け取ると将来の夢や目標、保護者や学校、周

囲への感謝をしっかりと述べていました。

　以前の担任の先生たちや退職された校長先生からも祝電が

届き、卒業を祝福し成長を喜ぶ気持ちが溢れた感動的な卒業

式となりました。

17
3

13名が卒業。
 伊平屋小学校卒業式 

10　iheya　2022.4
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表紙写真：伊平屋小学校田植え（写真提供：伊平屋小学校）

伊平屋村の行事予定表　schedule
４月　April

1日 金 保育所入所式 15 日 金 ミニデイ（前泊）

5 日 火 ミニデイ（野甫） 19 日 火 ミニデイ（我喜屋）

6 日 水 ミニデイ（島尻）
20 日 水

伝統文化学習の日　弁当の日
保育所こいのぼり集会

7 日 木
入学式（伊中・野甫小中）
1 学期始業式（3 校） 21日 木 AM　幼児歯科検診

8 日 金 入学式（伊小）　幼稚園入園式 25 日 月 ミニデイ（我喜屋）

11日 月 ミニデイ（野甫） 26 日 火 予防接種

12 日 火 予防接種
29 日 金

海開　ウェルカムイベント
昭和の日14 日 木 ミニデイ（田名）

令和３年分の確定申告の口座振替日は、次のとおりです。

所 得 税 及 び 復 興 特 別 所 得 税　４月 21日（木）
個人事業者の消費税及び地方消費税　４月 26日（火）
〇　申告・納付期限の延長をされた方で振替納税をご利用の方の口座振替日は、

国税庁ホームページをご確認ください。
※上記の口座振替日と異なります。

　振替口座の残高不足等で振替納税ができなかった場合には、法定納期限の翌
日から納付する日までの期間について延滞税がかかります。
　この場合、金融機関又は所轄の税務署の窓口で本税と延滞税を併せて納付す
ることになります。

←　詳しくは国税庁ホームページを
　　ご確認下さい。

口座振替日について

振替納税ができなかった場合は

伊平屋村
人口動態

( 令和４年２月末現在）

田 名 前 泊 我 喜 屋 島 尻 野 甫 合 計 増   減
男 147 130 160 162 46 645 ＋ 1
女 119 129 152 114 49 563 ± 0
計 266 259 312 276 95 1,208 ＋ 1

世帯数 128 121 163 139 52 603 ＋ 5

　この日早朝よりモズクの収穫が

始まり、漁協へ水揚げされました。

3
3 モズク初収穫

　沖縄県労働金庫名護支店の加入団体で構成される

ろうきん北部地区推進委員会さまよりこの日、伊平

屋村社会福祉協議会へ食料品の寄贈がありました。

これは、生活困窮世帯への支援としてろうきん北部

地区推進委員会が北部地区 12 市町村の社会福祉協

議会あてに寄贈を行っている一環として行われたも

のです。パックごはんやレトルトカレー、インスタ

ントラーメン計 3 万円相当が伊平屋村社会福祉協

議会へ寄贈され、名嘉正明会長が「有意義に使わせ

ていただきます」と感謝を述べました。

23
3 ろうきん北部地区推進委員会

　この日、伊平屋小学校の児童たちは我喜屋区で田

植えを行いました。1 期

米の収穫は 7 月ごろを

予定しています。

8
3 伊平屋小学校の田植え


